
Public Information IBIGAWA 18

１　職員の任免及び職員数に関する状況
・職員数（単位：人）

区　　分
平成21年
４月１日
職員数

平成 21 年度中 平成22年
４月１日
職員数採用者数 退職者数

一般行政職 251 2 12 241
医　療　職 11 11
保健師・栄養士 13 1 14
保　育　士 48 4 4 48
技能労務職 47 6 41

合　計 370 7 22 355
注：�教育長及び県職員を除き、外郭団体派遣職員を含

むため、定員管理実態調査と合致しません。

２　職員の給与の状況
（1）1人あたりの支給額（平成21年4月1日現在）（単位：円）

区　　分 平均給料月額
一般行政職 312,716
技能労務職 219,389

（2）初任給基準（単位：円）
区　　分 大　卒 短大卒 高　卒 中　卒

一般行政職 172,200 152,800 140,100 －
技能労務職 － － 137,200 129,200
区　　分 博士課程卒 大学 6 卒
医　　師 323,600 －
歯科医師 － 237,700
区　　分 短大 3 卒 短大 2 卒 准看護師養成所卒
看 護 師 188,900 180,500 －
准看護師 － － 153,300

（3）手当制度の状況
区　　分 名　　称　　等

手当の種類

扶養手当・通勤手当・住居手当・管理職手当・
時間外勤務手当・休日勤務手当・期末手当・
勤勉手当・寒冷地手当・宿日直手当・医師
手当・老人福祉施設勤務手当・初任給調整
手当

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）勤務時間

区　　分 勤　務　時　間　等

勤務を要
する曜日

毎週月曜日から金曜日までの週 5 日間
（ 祝日法による休日及び 12 月 29 日から 1

月 3 日を除く）
1 日当たり
の勤務時間

午前 8 時 30 分から午後 5 時 30 分まで
休憩時間を除く、実質 8 時間勤務

注：職種や職場によって異なります。
（2）休暇制度
※�使用実績は、平成 21 年 1月 1日～平成 21 年 12 月
31日の期間

休暇の種類 休暇日数等 使用実績
年次有給

休暇
1 年につき 20 日付与（繰越、
採用時期等により変動あり）

平均取得日数
8.3 日

特別休暇 産前産後、結婚休暇、介護休暇等有り

（3）育児休業
区　　　分 男性職員 女性職員 計

平成21年度中に新たに育児休
業を取得した職員 2 2

平成20年度中から引き続き育
児休業を取得している職員 6 6

４　職員の分限及び懲戒処分の状況
（1）処分者数（単位：人）

処分の内容 処分者数 処分事由
分限処分（休職） 0
懲戒処分 0

５　職員の服務の状況（単位：人）
区　　　分 違反者数

命令に従う義務 0
信用失墜行為の禁止 0
秘密を守る義務 0
職務に専念する義務 0
政治行為の制限 0
争議行為等の禁止 0
営利企業従事制限 0

６　職員研修及び勤務成績評定の状況
（1）職員研修の実施状況（単位：人）

研修区分 受講者数累計
研修センター研修 79
自主研修 107
各種専門研修 86
派遣研修 10
職場内研修
その他の研修 359

計 641

（2）勤務成績の評定状況
区　分 基準日 評定等内容

人事評価 10 月 1 日 新人事評価の試行実施（実績、意
識、能力による評価）

７　職員の福祉及び利益の保護の状況
（1）福利厚生制度に関する状況

区　分 受診者数 内　　容　　等
総合健診 350 年代別総合健康診断

（2）公務災害補償制度
加入団体 災害件数 災害の概要

地方公務員災害補償基金
岐阜県支部 1 地方公務員の公

務上の災害

揖斐川町人事行政の運営等の状況をお知らせします。（平成21年度）
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揖
斐
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
広
域
連
合
で
は
、
次
の
と
お
り
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　

介
護
員

■
募
集
人
員　

若
干
名

■�

応
募
資
格　

平
成
元
年
４
月
２
日
～
平

成
５
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
で
、

高
校
卒
業
ま
た
は
、平
成
23
年
３
月
卒

業
見
込
み
の
方
。か
つ
介
護
福
祉
士
ま
た

は
、１
、２
級
の
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
有
す

る（
取
得
見
込
み
可
）方
で
健
康
な
方
。

■
試
験　

作
文
・
面
接（
別
途
通
知
）

■
採
用　

平
成
23
年
４
月
１
日（
金
）

■�

応
募
方
法　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
該
当
す
る
資

格
免
許
等
の
写
し（
有
す
る
方
）と
健
康

診
断
書
を
添
え
て
10
月
１
日（
金
）
～

20
日（
水
）ま
で
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
尚
和
園
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園

　

℡
２
３

－

１
０
０
０

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
そ
ら
む
き
住
宅（
単
身
用
）２
戸

　

・
所
在　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
準
耐
火
構
造
２
階
建　

１
Ｋ

　

・
家　

賃　

１
６
１
０
０
円
～

　

■
敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

　

■
入
居
条
件

　
　

・
所
得
条
件
あ
り

　
　

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず

る
納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
。

　
　

・�

そ
の
他　

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上

下
水
の
使
用
料
・
共
用
部
分
の
電

気
料
な
ど
）が
必
要
で
す
。

■
募
集
期
間

　

10
月
１
日（
金
）～
10
月
15
日（
金
）

■
入
居
予
定
日

　
11
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

　

町
で
は
、
地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
対

策
を
支
援
す
る
た
め
、
耐
震
診
断
事
業
に

つ
い
て
国
、
県
、
町
で
全
額
負
担
し
ま
す
。

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事
業

　

木
造
住
宅
の
倒
壊
率
は
古
い
住
宅
ほ
ど

高
く
、
老
朽
化
や
耐
力
壁
の
少
な
さ
、
ま

た
は
、
配
置
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
倒
壊
の

要
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
耐

震
診
断
」
は
建
物
が
持
つ
構
造
状
態
を
評

価
し
、耐
震
性
能
を
判
定
す
る
こ
と
で
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅
　

　

次
の
住
宅
が
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

①�

一
戸
建
て
、長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅（
昭

和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
）

　

②�

共
同
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
面
積
の

半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
も
の

■
申
請
者
の
負
担
額
　
無
料

■
受
付
棟
数　

17
棟

■
申
込
期
間　

�

10
月
１
日（
金
）～
11
月
30

日（
火
）

※�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

◎�

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
の
、
産
業
建
設
部
建
設
課
の
ま

ち
づ
く
り
係
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
申
請

用
紙
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

　

川
と
海
の
水
の
恵
み
は
、私
た
ち
の
生
活

を
支
え
る
大
切
な
も
の
。し
か
し
残
念
な
が

ら
水
辺
に
は
ゴ
ミ
が
溢
れ
て
い
ま
す
。美
し

く
安
心
し
て
利
用
で
き
る
水
辺
を
、子
ど
も

た
ち
に
地
域
の
将
来
に
受
け
継
が
せ
る
た
め

に
、ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
、捨
て
さ
せ
な
い
公
衆

マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」は
、ゴ
ミ

を
拾
う
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
多
く
の
人
に

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
心
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い

と
い
う
願
い
を
込
め
て
開
催
し
ま
す
。私
た

ち
の
美
し
い
環
境
を
守
る
た
め
に
、ぜ
ひ
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

�

10
月
24
日（
日
）　

８
時
～
９
時

（
小
雨
決
行
）

■�

集
合
場
所　

揖
斐
川
岡
島
橋
右
岸
側
下

流
『
い
び
が
わ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
』

８
時
集
合

■
そ
の
他

◎�

参
加
さ
れ
る
方
は
、
右
記
集
合
場
所
に

時
間
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◎�

軍
手
、
運
動
靴
な
ど
、
安
全
確
保
の
で

き
る
動
き
や
す
い
服
装
。

◎�

ゴ
ミ
袋
に
入
る
程
度
の
ゴ
ミ
を
対
象
と

し
ま
す
。

◎�

拾
っ
た
ゴ
ミ
は
、
当
日
指
定
す
る
収
集

場
所
ま
で
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

■�

申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
、
住
所
、
氏

名（
団
体
名
）、
人
数
な
ど
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

平
成
23
年
度
採
用
揖
斐
広
域
連
合

老
人
福
祉
施
設
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
を

�

支
援
し
て
い
ま
す

川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

�

参
加
者
募
集
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公
共
下
水
道
施
設
、
農
業
集
落
排
水
施

設
の
完
成
に
伴
っ
て
各
家
庭
で
も
宅
内
工

事
を
行
い
、
使
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
せ
っ
か
く
の
下
水
道
も
ル

ー
ル
を
守
ら
ず
に
使
用
す
る
と
下
水
道
施

設
の
寿
命
を
縮
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

使
用
す
る
皆
さ
ん
の
日
頃
か
ら
の
管
理

や
心
づ
か
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
各
家
庭
に
お
け
る
取
り
組
み
事
項（
例
）

■
台
所

　

・
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
は
回
収
す
る
。

　

・
食
用
油
は
、
流
さ
な
い
。

　

・�

食
器
や
鍋
な
ど
の
油
汚
れ
は
、
拭
き

と
っ
て
か
ら
洗
う
。

　

・�

み
そ
汁
な
ど
の
汁
物
は
、
流
さ
な
い

よ
う
に
心
が
け
る
。

■
洗
濯

　

・�

洗
濯
機
に
は
糸
く
ず
フ
ィ
ル
タ
ー
を

取
り
付
け
る
。

　

・�

洗
濯
は
生
分
解
性
の
高
い
洗
剤
で
無

リ
ン
の
も
の
を
適
量
使
う
。

■
風
呂
場

　

・�

毛
髪
、ご
み
等
は
回
収
し
、
排
水
口
に

流
さ
な
い
。

■
便
所

　

・�

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
は
使
用

し
な
い
。

　

・�

衛
生
用
品
、紙
お
む
つ
等
は
流
さ
な
い
。

　

・�

塩
素
系
の
洗
剤
を
使
わ
な
い
よ
う
心

が
け
る
。

■
宅
地
内
（
屋
外
マ
ス
）

　

・�

私
マ
ス
か
ら
の
地
表
水
、
地
下
水
、

土
砂
等
の
流
入
を
防
止
す
る
。

　

・
雨
水
の
流
入
を
防
止
す
る
。

　

・
宅
地
内
配
管
の
誤
接
続
を
し
な
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
下
水
道
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

◎
下
水
道
に
接
続
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

　

生
活
雑
排
水
や
し
尿
が
、「
汚
水
」
と

し
て
下
水
道
管
を
流
れ
、
下
水
処
理
場
に

集
め
ら
れ
浄
化
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
川
や
海
な
ど
の
水
環
境
を

よ
み
が
え
ら
せ
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
汚
水
」
が
直
接
下
水
道
管
に
流
れ
る

の
で
、
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を
防
ぎ
、
道
路

の
側
溝
も
き
れ
い
に
な
り
、
清
潔
で
快
適

な
生
活
環
境
が
作
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
左
に
あ
る
処
理
施
設
の
整
備
区

域
に
つ
き
ま
し
て
は
供
用
を
開
始
し
て
お

り
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
の
環
境
改
善
を
促
進
す
る
た

め
、下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

宅
地
内
の
下
水
道
排
水
設
備
等
に
つ
い

て
、
点
検
や
清
掃
を
法
律
上
の
義
務
が
あ

る
よ
う
な
説
明
な
ど
を
し
て
、
各
家
庭

を
周
り
、
宅
地
内
の
マ
ス
を
点
検
し
て
、

「
排
水
管
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
」「
清
掃

し
な
い
と
に
お
い
が
し
た
り
、
管
が
詰
ま

っ
て
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
」
な
ど
と

言
っ
て
、
業
者
が
清
掃
や
修
繕
工
事
を
勧

誘
し
、
作
業
後
に
不
当
に
高
い
費
用
を
請

求
さ
れ
る
事
例
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
下
水
道
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

処理施設の名称

脛永浄化センター

堀、野中地区農業集落排水処理施設

清水地区農業集落排水処理施設

北和地区農業集落排水処理施設

木曽屋地区農業集落排水処理施設

名礼地区農業集落排水処理施設

沖野地区農業集落排水処理施設

赤石地区農業集落排水処理施設

神原地区農業集落排水処理施設

大洞・深坂地区農業集落排水処理施設

岐礼・高科地区農業集落排水処理施設

徳積・長瀬地区農業集落排水処理施設

美束地区農業集落排水処理施設

春日地区農業集落排水処理施設

横山地区農業集落排水処理施設

諸家地区農業集落排水処理施設

川上地区農業集落排水処理施設

白川地区合併処理浄化槽施設

広瀬・坂本地区農業集落排水処理施設

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

汚
水
処
理
施
設
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

悪
質
な
業
者
の
下
水
道
排
水
設
備
等
の

�

点
検
や
清
掃
な
ど
の
勧
誘
に
注
意

�

し
て
く
だ
さ
い
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Information Room 

Information Room 

Information Room 

Information Room 

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
と
し
た
「
年

賀
状
作
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
を
活
用
し
た
年
賀
状
文
面
の

作
成
方
法
な
ど
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
期
日
お
よ
び
場
所

　

◎
揖
斐
川
・
春
日
会
場（
第
１
グ
ル
ー
プ
）

　
　
（
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
）

　
　

11
月
21
日（
日
）

　

◎
藤
橋
・
坂
内
会
場（
第
２
グ
ル
ー
プ
）

　
　
（
藤
橋
公
民
館
）

　
　

11
月
25
日（
木
）

　

◎
谷
汲
・
久
瀬
会
場（
第
３
グ
ル
ー
プ
）

　
　
（
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

�

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
）

　
　

11
月
27
日（
土
）

■
定
員　

各
10
人

■
時
間　

９
時
～
12
時
30
分

■
参
加
料
金　

１
人　

２
０
０
円

■�

お
申
し
込
み
方
法　

役
場
、
放
送
通
信

セ
ン
タ
ー
、
各
振
興
事
務
所
に
申
し
込

み
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
記
入
の

う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
受
付
開
始
日　

　

10
月
１
日（
金
）

　

※�

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
放
送
通
信
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
１

－

３
１
７
１

　

県
で
は
、
10
月
1
日
か
ら
浄
化
槽
を
新

設
さ
れ
る
場
合
に
、
送
風
機（
ブ
ロ
ア
）

停
止
警
報
装
置
を
浄
化
槽
に
取
り
付
け
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

送
風
機
が
停
止
す
る
と
放
流
水
質
が
悪

化
し
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
基
準
を
守
れ

な
く
な
り
ま
す
。
警
報
装
置
の
設
置
に
よ

り
送
付
機
の
異
常
を
速
や
か
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
で
公

共
用
水
域
の
汚
濁
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
県
環
境
生
活
部
廃
棄
物
対
策
課

　

一
般
廃
棄
物
担
当　

　

℡
０
５
８

－

２
７
２

－

８
２
１
９

　

10
月
は
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
活
動
内
容

等
を
地
域
住
民
の
皆
様
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
ご
利
用
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

加
入
の
働
き
か
け
を
「
シ
ル
バ
ー
事
業
普

及
啓
発
月
間
」
と
定
め
全
国
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
社
会
に
密
着
し
た
補
助
的
、
短
期
的

な
仕
事
を
有
償
で
引
受
け
会
員
に
提
供
す

る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と
に
よ

り
、
地
域
社
会
の
生
活
環
境
を
保
全
し
、

福
祉
の
担
い
手
と
な
り
、
教
育
・
文
化
を

伝
承
す
る
な
ど
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

お
答
え
で
き
る
よ
う
３
４
０
人
の
会
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
仕
事
の
分
野
で
「
剪

定
班
・
草
刈
り
班
・
家
事
援
助
班
・
障
子

襖
班
・
軽
作
業
班
」
等
を
編
制
し
ご
依
頼

を
お
引
受
け
し
て
お
り
、
作
業
に
当
た
る

会
員
は
す
べ
て
揖
斐
川
町
の
在
住
者
で
構

成
し
て
お
り
安
心
し
て
ご
依
頼
い
た
だ
け

ま
す
。
ご
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、

揖
斐
川
町
の
在
住
者
で
60
才
以
上
の
方
は

希
望
に
よ
り
入
会
が
で
き
ま
す
。
入
会
に

は
年
会
費
２
０
０
０
円
が
必
要
で
す
が
、

詳
細
は
入
会
説
明
会
で
説
明
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
10
月
の
入
会
説
明
会
の
日
時

　

10
月
４
日（
月
）、
18
日（
月
）

　

両
日
と
も
、
10
時
～

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

平
日（
月
曜
～
金
曜
日
）８
時
30
分
～
17
時

　

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
８
月
23
日

（
月
）
谷
汲
名
礼
地
区
で
、「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
出
前
講
座
」
を
開
催
し
、「
み

ん
な
で
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
は
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
よ
い
か
」
を
テ
ー
マ
に
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
①
人
に
や
さ
し
く
な

ろ
う
、
②
近
所
の
人
と
仲
良
く
な
ろ
う
、

③
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
よ
う
な
ど

の
、
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
認
知
症
の

介
護
経
験
者
や
現
在
介
護
を
し
て
み
え
る

方
々
か
ら
、「
サ
ロ
ン
で
み
ん
な
と
仲
よ

く
話
が
で
き
て
、
気
持
ち
が
楽
に
な
っ

た
。」、「
母
の
介
護
を
し
て
き
た
こ
ろ
を

思
い
出
し
た
。」
な
ど
、
意
見
交
換
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
見
守
り
の
生
活
」が
出
来
る
地
域
で

は
、お
互
い
が
優
し
い
気
持
ち
で
、認
知
症

の
症
状
を
理
解
し
、そ
の
対
応
を
心
が
け

る
だ
け
で
、混
乱
を
招
き
に
く
く
し
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
講
習
会
参
加
者
募
集
！

「
岐
阜
県
浄
化
槽
の
設
置
に

関
す
る
指
導
要
綱
の
一
部
改
正
」

�

に
係
る
お
知
ら
せ

（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材

�

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
」

�

出
前
講
座
の
紹
介
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揖
斐
川
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

町
内
各
地
で
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を

見
守
っ
て
く
だ
さ
る
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◎�

介
護
予
防
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

の
ご
相
談
は
、
揖
斐
川
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

　

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム（
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
）は
運
用
開
始
か
ら
５
年
が
経
過
し
、

耐
用
年
数
の
問
題
や
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
件

数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
機
器
等
の
全

面
入
替
え
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
作
業
に
と

も
な
い
、次
の
期
間
は「
電
子
申
告
」「
電

子
納
税
」「
電
子
申
請
・
届
出
」の
サ
ー
ビ

ス
が
ご
利
用
い
た
だ
け
な
く
な
り
ま
す
。

【
サ
ー
ビ
ス
停
止
期
間
】

　

11
月
18
日（
木
）～
11
月
25
日（
木
）

【
サ
ー
ビ
ス
開
始
日
時
】

　

11
月
26
日（
金
）　

８
時
30
分
～

　

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
・

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
）
は
、
地
方
税
に
お
け
る
手
続
き

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
電

子
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
税
務
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
７
１
）

　

ま
た
は
、

　

社
団
法
人　

地
方
税
電
子
化
協
議
会

　

℡
０
３

－

３
５
０
７

－

０
２
１
１

　

国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）は
、
世
界

の
開
発
途
上
国
で
現
地
の
人
々
と
同
じ
生

活
を
し
な
が
ら
、
と
も
に
働
き
、
国
づ
く

り
に
貢
献
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

10
月
１
日（
金
）～
11
月
８
日（
月
）

平
成
22
年
度
秋
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

「
体
験
談
＆
説
明
会
」
開
催

　

10
月
５
日（
火
）　

18
時
30
分
～

　

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
３
０
２
大
会
議
室

　

10
月
17
日（
日
）　

14
時
～

　

ア
ク
ア
ウ
ォ
ー
ク
大
垣
２
階

�

ア
ク
ア
ホ
ー
ル

　

説
明
会
で
は
、
帰
国
し
た
隊
員
か
ら
現

地
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
予
約

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　
（
社
）青
年
海
外
協
力
協
会
中
部
支
部

　

℡
０
５
２

－

４
５
９

－
７
２
２
９

　

県
で
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
食
品
に

関
す
る
講
義
や
、
農
産
物
の
生
産
現
場
や

食
品
製
造
施
設
の
視
察
を
通
じ
て
、
食
の

安
全
性
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ

く
「
食
品
安
全
セ
ミ
ナ
ー
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
29
日（
金
）　10

時
30
分
～
15
時

■�

内
容　

小
松
菜
等
生
産
地（
安
八
郡
神
戸

町
）お
よ
び
豆
乳
製
造
施
設（
瑞
穂
市
）の

見
学
と
食
の
安
全
に
関
す
る
講
義

■
募
集
人
数　

40
人（
先
着
）

　

※
県
内
在
住
の
方

■�

参
加
料　

無
料
（
昼
食
持
参
ま
た
は
、

希
望
者
に
は
実
費
で
準
備
し
ま
す
。）

■
募
集
期
間　

10
月
１
日（
金
）～
15
日（
金
）

■
申
し
込
み
方
法　

　

電
話
・
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
付
。

　

は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、「
食
品

安
全
セ
ミ
ナ
ー
参
加
希
望
」
と
明
記
し
、

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
昼
食
申
し
込

み
の
有
無
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
先
】

　

〒
５
０
０

－

８
５
７
０

　

岐
阜
市
藪
田
南
２

－

１

－

１

　

岐
阜
県
生
活
衛
生
課　

食
品
安
全
推
進
室

　

℡
０
５
８

－

２
７
２

－

８
２
８
４

　

℻
０
５
８

－

２
７
８

－

２
６
２
７

　

岐
阜
県
で
は
、
県
弁
護
士
会
、
司
法
書

士
会
の
協
力
を
得
て
、
２
か
月
に
１
回
無

料
相
談
会
「
多
重
債
務
１
１
０
番
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。「
電
話
相
談
」
と
「
面

接
相
談
」
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　

10
月
９
日（
土
）　

10
時
～
16
時

　【
電
話
相
談
】
予
約
不
要

　

○�

ご
希
望
の
方
は
当
日
時
間
内
に
直
接

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

℡
０
５
８

－

２
７
７

－

１
０
０
３

　
【
面
接
相
談
】
予
約
制
／
先
着
23
人

　

○
面
接
会
場

　
　

岐
阜
県
県
民
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
（
岐
阜
県
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
内
）

　

○
相
談
時
間　

１
人
あ
た
り
20
分

　

○
予
約
受
付
時
間（
10
月
１
日（
金
）～
）

　
　
　

月
～
金　

８
時
30
分
～
17
時

　
　
　
　

土　
　

９
時
～
17
時

　

○
予
約
受
付
電
話

　
　

℡
０
５
８

－

２
７
７

－

１
０
０
３

■
相
談
料　

無
料

■
相
談
対
応　

弁
護
士
、
司
法
書
士

Information Room 

Information Room 

Information Room 

Information Room 

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

　

（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）サ
ー
ビ
ス
の

�

一
時
停
止
に
つ
い
て

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

食
品
安
全
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

「
多
重
債
務
１
１
０
番
」開
催
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「
エ
コ
ラ
イ
フ
を
推
進
し
環
境
行
動
を

広
げ
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ゴ
ミ
の

減
量
化
と
地
球
温
暖
化
防
止
を
目
指
し

て
、
日
常
生
活
の
中
で
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実

践
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
ア

ー
ス
デ
イ
・
い
び
が
わ
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

■
日
時　

10
月
11
日（
祝
）　

12
時
～
21
時

■
場
所　

ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ー
バ
ー
横
蔵

　
（
谷
汲
木
曽
屋
１
８
０

�

℡
５
５

－

２
２
３
６
）

■
内
容　

活
動
展
示
ブ
ー
ス

　

地
産
地
消
ぎ
ふ
・
お
茶
漬
け
選
手
権

　
　

12
時
～
19
時

　

地
産
地
消
ぎ
ふ
・
青
空
市
場

　
　

12
時
～
21
時

　

環
境
に
優
し
い
体
験
講
座

　
　

12
時
～
16
時

　

ア
ー
ス
デ
イ
い
び
が
わ
記
念
植
樹

　
　

16
時
～
16
時
30
分

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
　

12
時
～
20
時
30
分

　

エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
打
ち
上
げ
花
火

　
　

20
時
30
分
～
21
時

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

ア
ー
ス
デ
イ
・
い
び
が
わ
実
行
委
員
会

　
（
い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず

�

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
務
局
内
）

　

℡
２
２

－

１
７
３
２

（
月
～
金�

10
時
～
15
時　

祝
日
を
除
く
）

Information Room 

　

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

高た
か

橋は
し　

る
わ
さ
ん（
日
坂
）

�

８
月
８
日（
日
）　

95
歳　

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

　

８
月
27
日（
金
）、ア
ー
ボ
株
式
会
社（
谷

汲
名
礼
）の
代
表
取
締
役
杉
村
和
敬
さ
ん

よ
り
文
化
・
教

育
の
振
興
の
た

め
に
寄
付
金
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　マタタビは山地の沢筋に見られる落葉性のつる植物です。春先から初夏にかけて、マタタビの葉は白い蝋様物質で

遠くからでも白く鮮やかに見えます。夏になれば白色の葉はくすんだ色に変わり、あまり目立ちません。猫とマタタ

ビと云われるくらい猫がマタタビにじゃれる様子はすごいです、猫だけでなくジャガーを初めとしてネコ科の動物で

あればおおかた反応します。人はマタタビの果実を食べると疲れ切った旅人でも元気百倍旅が続けられたというので

す。果実でなく、マタタビの花の蕾に「マタタビノアブラムシ」が産卵すると異常に果実が膨れてきて虫こぶが出来

ます。この虫こぶは木天蓼（モクテンリョウ）と言いますが、強壮効果はこの虫こぶの方があるようです。

　木天蓼は秋から初冬にかけて採取します。まず熱湯か蒸気を通します。木天蓼の内部にいるアブラムシの幼虫を殺

すためです。そうして天日で充分、１か月ぐらい乾燥させます。この木天

蓼は身体を温め、血行をよくして、強心、利尿の効き目があるので、冷え症、

神経痛、リュウマチ、腰痛に用います。木天蓼 10－ 20 グラムを１日量

として煎じます。煎じ液は 1日 3回食間に服用します。木天蓼の薬酒も

同様の効果があります。� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫�）

ぎ
ふ
・
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

ア
ー
ス
デ
イ
・
い
び
が
わ
開
催

いびがわ　特産品シリーズ マタタビ（マタタビ科）
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切符以外に抽選券が付いています。抽選で、

　全国共通商品券１万円分� ５本

　樽見鉄道１日フリー切符� ５本
　（うすずみ温泉入浴券つき）

　樽見鉄道刻印入り鉄道懐中時計� １本

　樽見鉄道襟章� ５本

� が、当たります！

発売・有効期間
　平成22年９月１日～平成23年２月28日

お楽しみきっぷの抽選日
　平成23年３月１日

発売箇所
　ＪＲ大垣駅６番線切符うりば
　本巣駅
　通信販売

乗 っ て 残 そ う 公 共 交 通

詳しくは、樽見鉄道へお尋ねください。
お問い合わせ先
　樽見鉄道株式会社　　Tel��０５８１－３４－８０３９

すぐ捨てないでね！

マ ニ ア 必 見 ！！

樽見鉄道「お楽しみきっぷ」発売開始！
乗っ樽キャンペーン第１弾
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コース内容
　養老鉄道大垣駅（９：０５発）～揖斐駅（９：２９着）

　養老鉄道揖斐駅バスターミナル集合・出発
　　揖斐駅発（９：５０発）

　　徳山ダム・両界山横蔵寺を散策・谷汲山華厳寺を周遊
　　揖斐駅着（１７：３０頃着）　※到着時刻は交通状況等によって変わります

　養老鉄道揖斐駅（１７：５２発）～大垣駅（１８：１９着）

日本一の徳山ダムと
紅葉の両界山横蔵寺観光周遊バス

大自然に囲まれた徳山ダムと紅葉の横蔵寺・華厳寺を散策

※総貯水容量６億６千万トン

徳山ダム
 揖斐川上流に建設さ
れた貯水容量日本一を
誇る巨大なダム。ダム湖
周辺は雑木林が多く紅
葉の新名所として注目
されています

両界山横蔵寺
 華厳寺、美濃市大矢田
神社と共に美濃三山の
１つにも数えられる。毎
年１０万人余の観光客
が訪れる紅葉の名所。

参加費用
　　大人　　　１０００円
　　子供・幼児　５００円

※参加費用に食事代金や施設への入場料は含まれていません

※運行日あたり１便のみ運行します。定員は４５名です。

※子供参加費用は６歳～１２歳（小学生）となります。

※シートベルト着用義務化に伴い幼児座席確保をいたします。幼児ご同伴で参加の方は必ずお申込み時に予約をお願いいたします。

　■幼児座席(幼児１名に付き１席)対象：６歳未満

　■６歳未満であっても座席を占有される場合は参加費を頂きます。

※悪天候、天災などにより運行が中止となったりコースが変更したりします。

運行日：もみじコース（徳山ダム・両界山横蔵寺・谷汲山華厳寺）

１0月３0、３１日
11月３、 ６、７、 １３、１４、２０、２１、２３、２７、２８日

お問合せ先
　揖斐川町観光連盟（揖斐川町役場商工観光課内）
　　℡：０５８５－２２－２１１１（平日：９時～１７時）
予約先
　名阪近鉄バス㈱乗合バス営業部
　　℡：０５８４－８１－３３２６（平日：９時～１７時）

好評予約受付中！

特別列車「徳山ダム号」
　　が走るよ！！

運行イメージです

揖斐川町
運行会社：

１１月１４日谷汲もみじまつり
１１月２１日横蔵もみじまつり開催！！


